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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、鳥類骨髄細胞腫症ウイルス性癌遺伝子であるv-myc神経芽腫由来ホモログ遺伝子（MYCN）に対してアンチセンス転写される。MYCNを安定化させ、アポトーシスを阻害し、細胞増殖を促進する小さな新規タンパク質をコードすると考えられている。この遺伝子座の転写産物は、機能性RNAとして直接作用し、MYCNのプロモーターに転写調節因子をリクルートし、この癌遺伝子の転写を刺激する可能性がある。したがって、この遺伝子はRNA産物とタンパク質産物の両方を介して機能する。[RefSeq提供、2016年8月],発生段階：胎児発生期および増幅されたN-myc遺伝子座を含む腫瘍細胞株において発現し、非常に高いレベルで発現する。,機能：正常な胎児発生期において機能的役割を果たす可能性がある。,組織特異性：胎児の脳、肺、肝臓、腎臓において、様々な低レベルで発現する。,
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	パラフィン包埋ヒト卵巣腫の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、45分）。

